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Abstract
   Domestic violence has been acknowledged as a social issue that needs to be solved. In the UK, a 
comprehensive government-led policy to end violence against women was implemented in 2010; in July 2020, 
the House of Commons passed the new Domestic Abuse Bill, which is designed to prevent domestic violence, 
stipulate its definition and protect victims more efficiently. This article analyzes the developments of this 
system in the UK and considers how the legal system for preventing domestic violence should be implemented 
in Japanese society.
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度比約 2．7倍を要求している。朝日新聞 2020年 9
月 30日朝刊「性暴力・DV被害者支援 2．7倍」。 
2 Home Office “Diversity and Inclusion 
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告されている（Women’s Aid, “Twenty-nine child 
homicides Lessons still to be learnt on 






警告（Domestic Violence Protection Notice, DVPN），
刑事事件を取り扱う郡裁判所（Magistrate Court）
による DV保護命令（Domestic Violence Protection 
Order），関係機関の連携を図るための多機関連携リ
































3 英国における DV保護法制の内容 
3.1 保護の対象となる DVの定義・範囲 
 英国では，ドメスティック・バイオレンス
13 2015年重犯罪法（Serious Crime Act 2015）第
76条で，親密な関係にあったり同居する家族関係
にある間の管理的態度および威圧的態度











































14 Fact Sheet: Domestic Abuse Bill 2020: 












































16 1996年家族法（the Family Law Act 1996） 
17 1997年ハラスメント保護法（the Protection 




























（Domestic Violence Protection Order）」（DABに

























察巡査長（a senior police）が出すことができ（DAB 
s.18(1)），当該警告に加害者が違反した場合には，
警察はその加害者を令状なしに逮捕することができ











































































20 Nigel Lowe and Gillian Douglas, Bromley’s 








































21 Ibid. p.195. 
22 Fact Sheet: Domestic Abuse Bill 2020: 
Domestic Abuse Protection Order. 
23 2014年ケア法（the Care Act 2014）に基づく義








































agency Risk Assessment Conference, MARAC）」であ
24 たとえば，警察が DVを取り扱う際のガイドライ
ンに，「DV保護警告および DV保護命令ガイダンス
（Domestic Violence Protection Notices (DVPNs) 












































25 Ministry of Justice, HM Prison & Probation 
Service “Domestic Abuse Policy Framework” Re-
































Information and Assessment Meeting, MIAM）が開












27 The Secure Tenancies (Victims of Domestic 
Abuse) Act 2018. 
28 2010年家事手続法（the Family Procedure 
Rules 2010），2014年子どもおよび家族に関する法





Direction 12J: Child Arrangement and Contact 




関（Children and Family Court Advisory and 
Support Service, Cafcass）その他の協力のもと，
DV 被害者およびその子どもの安全を図られなけれ








る（Matrimonial Causes Act 1973 s.24, Civil 




ルの家屋の権利について，DV や DV の危険が理由で
他方が家を去った際に，裁判所は，被害者のために，
その家屋の賃借人の地位を与え，家屋の権利を有す
る DV 加害者の占有権を終了させることができる31。 
 





















































（FLA 19996 sch.7）。 
31 Housing Act 1985 sch.2 part.1, Housing Act 












 DV 被害の予防として期待されているのが DV 情報








についての 2004 年 DV・犯罪および被害者法（the 








利（Right to ask）と知る権利（Right to know）か
ら構成されている。 


















for National Statistics, Domestic abuse victim 
services, England and Wales: November 2019. 
33 DV加害者情報開示スキームについては，藤本圭




















関（the Correctional Services Accreditation and 
Advice Panel, CASAAP）が認証している。認証され
たプログラムは，監獄・保護観察機関（Her Majesty's 
















中心として」自由と正義 vol. 70, No. 9 （2019）
pp.55-61を参考のこと。 
34 本稿の DV加害者情報開示スキームについては，
Home Office “Domestic Violence Disclosure 
Scheme (DVDS) Guidance”, 2016に基づく。 
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支援機関（Children and Family Court Advisory and 
Support Service, Cafcass）が，ドメスティック・



































































































































 第 6 に，被害者に連続的で総合的な支援が提供さ
れる必要性がある。被害者を加害者から逃げさせれ
ばそれで救済したことにはならない。長期的な安全
を確保し，その後のレジリエンスも含めて支援内容
を検討する DV アドバイザーのような助言者の設定
や，カウンセリングをはじめとするさまざまなプロ
グラムが公的助成のもとで提供されることが望まし
い。 
 最後に，英国を含めて，かつては，DV被害者を保
護し DVを防止する制度は，どの国も日本とさほど違
いはなかった。この 20年から 30年の間で整備され
てきたものなのである。韓国や台湾においても，さ
まざまな保護政策が実現されており，日本がアジア
の国だから特別というわけでもない。本稿で比較対
象とした英国と歴史や文化が異なるとしても，人権
侵害となる暴力を撲滅していくための制度設計は大
いに参考となる。親密な関係における暴力の問題は，
誰もが抱える社会的リスクなのだと認識して，制度
改革に向き合うことが重要である。 
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